
お散歩で動物園を訪れた保育園児
【飯田市立動物園】
令和６年度は「結婚や出産・子育ての希望に寄
り添うまち」や「ゼロカーボンシティ」の実現に
向けて重点的に取り組みます。
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特集：令和６年度　主な取り組みと予算特集

令和６年度 主な取り組みと予算
～「結婚や出産・子育ての希望に寄り添うまち」・
　　　　     「ゼロカーボンシティ」の実現に向けて～

令和６年度は、「いいだ未来デザイン２０２８」中期４年間の最終年です。
未来デザインが掲げる「８つのまちの姿の実現」に向け、「結婚や出産・子育ての希望に寄り添う

まち」や「ゼロカーボンシティ」の実現などの取り組みを加速し、中期計画を着実に推進するための
予算を編成しました。今月の特集では主な取り組みと予算の概要を紹介します。

●問い合わせ／財政課　内線２１３１

「いいだ未来デザイン２０２８」に掲げる「目指すまちの姿」の実現に向けて、令和６年度に重点的
に取り組む事業を紹介します。

令和６年度の主な事業

01 安心して子育てができる環境づくり

保育料負担軽減の拡充 ３,５５１万円（影響額） 子育て家庭の経済的負担の軽減を目的と
して、令和６年９月から実施します。

育児休業中の保育所などの継続利用（「育休退園」の解消）６９０万円（影響額）
こども医療費の受給者負担（窓口負担）の引き下げ
（１レセプト５００円→３００円）

１,９０９万円（影響額）

医療的ケア児等コーディネーターの配置 ７０６万円
こども誰でも通園制度の試行実施 ２２０万円

●多子世帯の負担軽減
第２子２歳児クラスの保育料無償化 【市独自】
第２子０・１歳児クラスの保育料半額
第３子以降の保育料無償化
●低所得世帯の負担軽減
低所得世帯の保育料軽減（第１子半額、第２子無償化）
●多子と認定する際の１子目の年齢を「１８歳未満の
子」から「２２歳未満の子」まで引き上げ

自然環境に恵まれた保育

●女性が多様な働き方を実現できるよう、デジタル
スキルを高めて、テレワーカーとしてのデビューを
目指すセミナーを開催します。
デジタルキャリア形成・就業支援セミナー
６カ月間（全４８回／１回５時間　※託児あり）
●ライフスタイルに合わせて自宅で無理なく働きた
い、自分の特技を生かした起業をしたい、という
女性が、交流を通して起業を考える「起業どうしよ
うかなクラブ（略称：きどクラ）」や生活密着型の
起業を応援する「女性起業家養成講座」などを
開催します。

02 市民生活の省エネ化・脱炭素化の推進

脱炭素先行地域づくり事業 ３億７,２５８万円
令和４年１１月に「脱炭素先行地域」として国の選定を受けた川路地区および市内小中学校（公共施設群）に

おいて、２０３０年までに電力使用に伴うＣＯ２排出量実質ゼロに向けた取り組みを集中的に実施し、早期にＣＯ２排
出量実質ゼロを達成するとともに、２０５０年ゼロカーボンシティ実現に向けたモデルとして地域内外へその効果を
波及させることを目指します。

家庭から排出される生ごみを減らし、地域全体の燃やすごみを削減します。「生ごみ処理機器」の購入にかかる
費用への補助金を増額し、新たにリースに要する経費も対象にします。

燃やすごみ削減キャンペーンの展開 ９６０万円

多様化する子育て世代の暮らし方、働き方をサポートするため、デジタルキャリア形成・就業支援セミナーや、女性
起業家養成講座など、女性の起業・就業の支援を行います。

女性のための就業支援・起業支援 １,５２１万円

環境教育の推進（スマートフォンアプリを用いた生物調査など）５０万円

●「メガソーラーいいだ」を主要電源施設とした地
域マイクログリッド（停電時などに電力を自給で
きる電力網）の構築
●川路地区における再生可能エネルギーの活用に
向けた太陽光発電設備、蓄電池などの設備導入
補助

●市内小中学校におけるＰＰＡ（事業者所有モデル）
による太陽光発電設備、蓄電池の導入

メガソーラーいいだ

女性起業家養成講座
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特集：令和６年度　主な取り組みと予算

03 地域のつながりと防災力の向上

04 地域経済循環による足腰の強い産業づくり

05 地域の魅力発信と人の流れの創出

自身が持つ問題意識や関心事について、地域の皆さんが集い、話し合い、学び合うことにより、課題を明確化し、
地域課題を解決する多様な担い
手の育成につなげます。
また、人口減少に対応した自治
活動の支援とともに、２０地区が
輝く活き活きとした地域づくり活
動を推進し、普段から地域のつな
がりを深め、災害など有事の際に
共助による防災力の向上を目指し
ます。

06“結いの心”を育む学びの充実

07 誰もが活き活きと健康に暮らし続けられるまちの実現

08 リニア・三遠南信時代を支える都市基盤の整備

09 デジタル化によるサービスの充実や効率化の促進

地域防災力の向上に向けた取り組み

１１６０９４

各地区の事例を共有

産業団地を山本地区で整備

移住希望者向け空き家見学会

全市型競技別スポーツスクール

フレイル予防のつどい

リニア駅前広場模型
※駅舎の形状・デザインは、今後ＪＲ東海に要望し、
協議・検討していくためのイメージです。
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特集：令和６年度　主な取り組みと予算

予算の概要

一般会計の内訳

一般会計 市税を主な財源として暮らしやまちづくりに
必要な行政サービスを行うための会計

５３６億７,０００万円
（前年度比＋９.４％）

特別会計 特定の事業ごとに一般会計と区別して経理を行う会計。
８つの特別会計と３つの公営企業会計がある

５０５億１,６８０万円
（前年度比－０.６％）

令和６年度の一般会計の当初予算は、リニア関連事業に係る用地買収や物件補償のほか、道の駅遠山郷（かぐ
らの湯）の改修工事、長寿命化計画に基づく上郷小学校の大規模改修工事、松尾東保育園の民営化に伴う園舎建
設支援など、大規模な建設工事に係る予算を計上したことにより、前年度の予算規模を大幅に上回り過去最高を
更新しました。また、世界情勢の影響による物価高、最低賃金の上昇に伴う人件費や各種物件費の高騰なども予算
規模増大の要因となっています。

令和６年度歳出予算のポイント

令和１０年度末の基金残高と市債残高に関する目標値

（※２）返済時に全額交付税措置され、実質的に市の負担がない
　　　臨時財政対策債を除きます。

（※１）①財政調整基金、②減債基金、③公共施設等整備基金のことをいいます。

財政調整目的基金（※１）を
２７億円程度確保

一般会計地方債の残高を
３００億円以内に抑制（※２）

災害復旧などの急な支出に備える貯金 公共事業の財源として市が借りる借金基 

金
市 

債

市債残高の推移財政調整目的基金の推移
一般会計地方債特別会計地方債

総務費 リニア関連事業（駅周辺整備や二次交通の検討など）を実施します。

市 税
個人市民税や固定資産税など
市民の皆さんに納めていただ
いているものです。

地方交付税 国が集めた税金の一部を地方
公共団体に交付するものです。

国庫支出金
県支出金

国や県が使い道を特定し、地方
公共団体に交付するものです。

民生費 保育料の負担軽減や「こども誰でも通園制度」の試行、こども医療の受給者負担の引き下げなど、
安心して子育てができる環境づくりを推進します。

衛生費 「脱炭素先行地域」の取り組み、生ごみ処理機器導入補助金などの燃やすごみ削減に向けた取り
組みなどを推進します。

商工費 地域内経済循環に向けた取り組みとして地域通貨（地域ポイント付与）実証実験を実施します。
また、道の駅遠山郷の再整備、新産業用地の整備などを実施します。

土木費 リニア・三遠南信時代を見据えた土地利用基本方針の見直しを行います。また、松尾地区内の
雨水排水対策として常設ポンプや水位計、監視カメラを設置します。

教育費 学校部活動の地域クラブ活動への移行に向けた取り組みや、特別な支援を必要とする児童生徒へ
の学習支援の取り組みを推進します。

R3（決算） R4（決算） R5（見込） R6（予算）（年度）

（億円）

６６億
１,１５５万円

７０億
９,３８６万円 ５２億

８,４７９万円 ３６億
１,１６７万円

R3（決算） R4（決算） R5（見込） R6（予算）

２１１億円 ２０８億円 ２３４億円 ２６０億円

３０４億円 ２８５億円

５１５億円 ４９３億円

２７５億円

５０９億円

２６８億円

５２８億円

（年度）

（億円）
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歳入
（収入）

市税
１２９億６,５００万円
（２４.２％）

地方交付税
１１９億円
（２２.２％）

分担金および負担金
２億５,８００万円
（０.５％）

国庫支出金
８３億６００万円
（１５.４％）

県支出金
３２億７,９００万円
（６.１％）

繰入金
３０億１,６００万円
（５.６％）

諸収入
２２億１００万円
（４.１％）

市債
５７億３００万円
（１０.６％）

その他
１７億８,３００万円
（３.３％）

歳出
（支出）

議会費
２億７,１００万円
（０.５％）

総務費
７０億８,１００万円
（１３.２％）

民生費
１７０億７,２００万円
（３１.８％）

衛生費
５５億８,１００万円
（１０.４％）

労働費
１億９,８００万円（０.４％）

農林水産業費
１４億１００万円（２.６％）

商工費
３１億４,７００万円
（５.９％）

土木費
５７億６００万円
（１０.６％）

消防費
１３億９,８００万円
（２.６％）

公債費
４８億９,１００万円
（９.１％）

その他
８億５００万円（１.５％）

教育費
６１億１,９００万円
（１１.４％）

譲与税・交付金など
４２億５,９００万円
（８.０％）
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必要な行政サービスを行うための会計

５３６億７,０００万円
（前年度比＋９.４％）

特別会計 特定の事業ごとに一般会計と区別して経理を行う会計。
８つの特別会計と３つの公営企業会計がある

５０５億１,６８０万円
（前年度比－０.６％）

令和６年度の一般会計の当初予算は、リニア関連事業に係る用地買収や物件補償のほか、道の駅遠山郷（かぐ
らの湯）の改修工事、長寿命化計画に基づく上郷小学校の大規模改修工事、松尾東保育園の民営化に伴う園舎建
設支援など、大規模な建設工事に係る予算を計上したことにより、前年度の予算規模を大幅に上回り過去最高を
更新しました。また、世界情勢の影響による物価高、最低賃金の上昇に伴う人件費や各種物件費の高騰なども予算
規模増大の要因となっています。

令和６年度歳出予算のポイント

令和１０年度末の基金残高と市債残高に関する目標値

（※２）返済時に全額交付税措置され、実質的に市の負担がない
　　　臨時財政対策債を除きます。

（※１）①財政調整基金、②減債基金、③公共施設等整備基金のことをいいます。

財政調整目的基金（※１）を
２７億円程度確保

一般会計地方債の残高を
３００億円以内に抑制（※２）

災害復旧などの急な支出に備える貯金 公共事業の財源として市が借りる借金基 

金
市 

債

市債残高の推移財政調整目的基金の推移
一般会計地方債特別会計地方債

総務費 リニア関連事業（駅周辺整備や二次交通の検討など）を実施します。

市 税
個人市民税や固定資産税など
市民の皆さんに納めていただ
いているものです。

地方交付税 国が集めた税金の一部を地方
公共団体に交付するものです。

国庫支出金
県支出金

国や県が使い道を特定し、地方
公共団体に交付するものです。

民生費 保育料の負担軽減や「こども誰でも通園制度」の試行、こども医療の受給者負担の引き下げなど、
安心して子育てができる環境づくりを推進します。

衛生費 「脱炭素先行地域」の取り組み、生ごみ処理機器導入補助金などの燃やすごみ削減に向けた取り
組みなどを推進します。

商工費 地域内経済循環に向けた取り組みとして地域通貨（地域ポイント付与）実証実験を実施します。
また、道の駅遠山郷の再整備、新産業用地の整備などを実施します。

土木費 リニア・三遠南信時代を見据えた土地利用基本方針の見直しを行います。また、松尾地区内の
雨水排水対策として常設ポンプや水位計、監視カメラを設置します。

教育費 学校部活動の地域クラブ活動への移行に向けた取り組みや、特別な支援を必要とする児童生徒へ
の学習支援の取り組みを推進します。

R3（決算） R4（決算） R5（見込） R6（予算）（年度）

（億円）

６６億
１,１５５万円

７０億
９,３８６万円 ５２億

８,４７９万円 ３６億
１,１６７万円

R3（決算） R4（決算） R5（見込） R6（予算）

２１１億円 ２０８億円 ２３４億円 ２６０億円

３０４億円 ２８５億円

５１５億円 ４９３億円

２７５億円

５０９億円

２６８億円

５２８億円

（年度）

（億円）
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歳入
（収入）

市税
１２９億６,５００万円
（２４.２％）

地方交付税
１１９億円
（２２.２％）

分担金および負担金
２億５,８００万円
（０.５％）

国庫支出金
８３億６００万円
（１５.４％）

県支出金
３２億７,９００万円
（６.１％）

繰入金
３０億１,６００万円
（５.６％）

諸収入
２２億１００万円
（４.１％）

市債
５７億３００万円
（１０.６％）

その他
１７億８,３００万円
（３.３％）

歳出
（支出）

議会費
２億７,１００万円
（０.５％）

総務費
７０億８,１００万円
（１３.２％）

民生費
１７０億７,２００万円
（３１.８％）

衛生費
５５億８,１００万円
（１０.４％）

労働費
１億９,８００万円（０.４％）

農林水産業費
１４億１００万円（２.６％）

商工費
３１億４,７００万円
（５.９％）

土木費
５７億６００万円
（１０.６％）

消防費
１３億９,８００万円
（２.６％）

公債費
４８億９,１００万円
（９.１％）

その他
８億５００万円（１.５％）

教育費
６１億１,９００万円
（１１.４％）

譲与税・交付金など
４２億５,９００万円
（８.０％）
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子どもの年齢に合った本を教えてくれる「コロポ
ン」を中央・上郷・鼎図書館に５月２３日まで設置
しています。ボタンを押すと本のタイトルが書かれた
紙が出てきます。ぜひお試しください。

２月１７日、歴史研究所設立２０周年のワークショッ
プを開催し、これまでの活動を振り返りました。これ
からも市民の方々と共に地域から愛される研究機関
として、歴史研究所の活動を進めていきます。

２月１８日、地区役員などが各地区の実践事例を共
有し、今後の公民館活動について意見交換をしまし
た。参加者からは「楽しいことを取り入れて、無理な
く活動することが重要」といった意見が出ました。

３月１０日、スポーツに関わる方を対象にしたセミ
ナーを開催し、講師に平昌五輪フィギュアスケートペ
ア日本代表の須崎海羽さんを迎えました。試合前の
気持ちの作り方などの実践的な話がありました。

飯田市公民館大会
人をつなぐ地域活動

スポーツセミナー
緊張との向き合い方

オススメ本を教える「コロポン」
新しい本との出会い

歴史研究所設立２０周年
先人の思いを継いで

大谷翔平選手から全国の小学校に贈られたグ
ローブが市にも届きました。子どもたちは「大谷選
手のサインがあるとやる気が出る」「これでキャッチ
ボールをしたい」などと話していました。

市では地域の人や資源を活用したキャリア教育を、
幼児期から高等教育期まで一貫して行っています。
２月１０日にはキャリア教育推進フォーラムを開催

し、１年間の成果を共有しました。

大谷選手からのプレゼント
野球しようぜ

キャリア教育推進フォーラム
生きる力を育む

農村起業家育成スクール発表会
農村発のビジネス自分で動かす楽しみ

プログラミング体験

２月２４日、小さなパソコン「ＩｃｈｉｇｏＪａｍ」を使っ
たプログラミング教室を開催しました。開発者の
福野泰介さんを講師に、自分でプログラミングをし
て、コンピューターに指示を出す仕組みを学びました。

２月１７日、地域資源を活用したビジネスプランを、
スクールで学んだ５人の受講生が発表しました。中
山間地域の強みを生かした事業の事業化に向け、地
域の皆さんと一緒に市も応援していきます。

みう

追手町小学校でのお披露目会（2月22日） 竜東中学校１年生の発表 渡辺豊博さんによる基調講演

発表会で最優秀賞を受賞した大屋敷さん
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野球しようぜ！Vol.３７

潰瘍性大腸炎について

消
化
器
内
科

清
水
祐
樹
医
師

近年急増の一途をたどっている潰瘍性大腸炎やク
ローン病を代表とする「炎症性腸疾患」という病気を
ご存知でしょうか。今回は潰瘍性大腸炎についてお話
しさせていただきます。
英国にて世界で初めて報告されたのが１８５９年とか

なり昔ですが、以降西欧諸国をはじめとしてアジアでも
報告が相次ぎ、現在日本では推定患者数が２０万人を
超えており、日本は米国に次いで２番目に潰瘍性大腸
炎が多い国です。飯田下伊那地域にも多くの患者様
がおられ、日々 診療に携わらせていただいております。
潰瘍性大腸炎は大腸に炎症を引き起こす病気であ

り、血便（赤い血が混じる便）や腹痛、下痢が主な症状
です。若年者に多く発症しますが、最近では６０歳以上
の患者様も増えています。原因は未だ不明な点も多
く、遺伝的な要因や環境要因、衛生状態や食生活の
変化などが関与していると言われています。
最終的には腸内の免疫系の異常をきたす事で大腸

の幅広い範囲に炎症を起こします。治療には免疫を調

節したり、抑制したりするお薬を投与する必要があり、
専門医療機関での治療が必要です。潰瘍性大腸炎
は、発症から長い経過で増悪（病気が悪くなる）や寛
解（病気が落ち着く）を繰り返し、さまざまな世代のライ
フスタイルや生活の質に影響を及ぼすため、適切な内
服や注射による病気のコントロールが非常に大切で
す。重症度は個人差もありますが、適切にコントロール
ができれば病気をお持ちでない方と変わらない生活を
維持することが可能な時代となっています。
腹痛や下痢（ときに血便）といった症状はしばしば経
験しうる症状ではありますが、潰瘍性大腸炎をはじめ
とする炎症性腸疾患が隠れていることもあるので、お
困りの方は、かかりつけ医または当院へぜひご相談く
ださい。

大谷翔平選手から贈られたグローブが２月の
終わりに（やっと）市内の小学校にも届きました。
メッセージカードとともに。
私が子どもの頃は、外遊びと言えば、野球。

近所の子どもが自然と集まってきて、日が暮れ
るまで球を追っていました。
思い出すのは、小学校１年生の頃、父に作って

もらったバットのこと。その頃、我が家は薪で焚く
お風呂だったのですが、父がその薪を削って青
色のペンキを塗ったバットを作ってくれたのです。
嬉しくて公園に持っていったら、年上の子に

取り上げられ、その子は軽 と々片
手でそのバットを振って楽しそう
に遊んでいるのですが、自分は
使わせてもらえず。「お父さんが

作ってくれたんだ、返して！」と泣いて頼んで返し
てもらったシーンを時にふと思い出します。
その後、小学校高学年になって買ってもらっ
たバットやグローブを今でも捨てられないの
は、その時のことがあるからかもしれません。皮
の薄いノーブランドのグローブ、まだ使っていま
す。息子の球を受けるには、中に軍手をはめな
いと痛いですが。
子どもたちには、大谷選手のグローブを大切

に使ってほしい。飾っておくのではなくて、しっか
り使って、しっかり手入れして。いつかボロボロ
になったとしても、大勢の子どもが野球を楽し
むきっかけになったとすれば、大谷選手は喜ん
でくれるはずです。
新学期。さあ、「野球しようぜ！」

かいようせい
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